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研究概要
様 な々有機化合物に遍在する sp3 炭素－水素結合を直截的に官能基化する反応は、アトムエコノミー（短工程）・ステップ

エコノミー（原子効率）に優れた有用な手法である。本手法には酸化剤が必要であるが、これまでの報告は金属や超原子価

ヨウ素、過酸化物等の酸化剤を化学量論量以上用いており、安価な試薬を用いた廃棄物を出さない新規化学プロセスの

開発が求められる。今回申請者は、分子状酸素がこれを満たす酸化剤になると考えた。分子状酸素は、経済性や副生する

のが水のみという廃棄物の少なさ、また近年重要視されている環境調和性の観点から、本反応を行うのに理想的な酸化剤

であるといえる。具体的には、生体内における分子状酸素の活性化機構をヒントに、銅触媒が分子状酸素を活性化すること

で生成する copper-oxo 錯体を利用することで、sp3 炭素－水素結合の官能基化反応が進行し、複素環化合物や非天然

型アミノ酸の合成が可能になると考えた。本反応の実現によって、医薬品や農薬等の生理活性物質の基本骨格として多く

存在するこれらの効率的かつ環境調和性に優れた合成が可能であり、医学・薬学・農学等の広範な分野に大きく貢献できる。
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